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観光センター一部改修費など増額補正を可決 － 12 月定例会　2 ～ 5㌻
消費税増税に伴うキャッシュレス化は、任期中の自己評価は － 一般質問　6 ～ 7㌻
普代中 3 年生が議会を傍聴。感想を紹介　8 ～９㌻
第 7 回臨時議会、一般質問その後、議会の動き、fudai 未来予想図ほか　10 ～ 12㌻

1月5日、県内のトップを切って行われた普代村成人式。式典終了後、恩師と記念写真（自然休養村管理センター）

主
な
内
容

二十歳の想い出、
ふるさと普代で。



今年６月から９月にかけて開催される三陸防災
復興プロジェクトに合わせた、また三陸沿岸道
路の全線開通に向け、普代駅を拠点とする「道
の駅」の先行的な整備として、情報発信力の
強化を図ります。今回の補正予算では観光セン
ター内に 24 時間の休憩・情報発信コーナーや
授乳室を設けます

　
村
議
会
第
８
回
定
例
会
（
12
月
定
例
会
）
が
12
月
13
日
開
会
し
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
６
１
５
７
万
２
千
円
を
増

額
可
決
し
た
ほ
か
、
５
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
や
議
員
・
特
別
職
の
期
末

手
当
、
一
般
職
の
給
与
な
ど
の
一
部
条
例
改
正
、
白
井
漁
港
の
変
更
請
負
契

約
な
ど
12
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
２
議
員
が

登
壇
。
消
費
税
増
税
に
伴
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
、
任
期
中
の
自
己
評
価

な
ど
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

観光センターを一部改修

三陸沿岸道 全線開通などに向け

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
に

７
０
０
万
円
を
増
額

▽
一
般
会
計
補
正
予
算（
６
号
）

　

補
正
額
６
１
５
７
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
31
億
３
４
８
５
万
５
千

円
に
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
で
は
、
総
務
費
の

旧
太
田
名
部
公
民
館
解
体
工
事

費
（
外
壁
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
処

理
分
と
し
て
）
７
５
３
万
９
千

円
を
増
額
。社
会
福
祉
費
で
は
、

移
動
支
援
・
日
中
一
時
支
援
事

業
補
助
金
１
８
５
万
円
を
利
用

料
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

増
額
。
ま
た
高
齢
者
施
設
の
生

活
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
屋
根
遮

熱
塗
装
工
事
費
２
４
６
万
１
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

農
業
費
で
は
、
農
地
開
発
事

業
ダ
ム
の
光
熱
費
１
２
４
万
円

を
増
額
。
い
わ
て
地
域
農
業
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
支
援
事
業

補
助
金
は
、
54
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

道
の
駅
の
整
備
に

備
品
な
ど
も
購
入

　

土
木
費
で
は
、
道
の
駅
整
備

事
業
に
関
連
す
る
委
託
料
と
村

観
光
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費
及

び
授
乳
室
用
備
品
購
入
費
合
わ

せ
て
５
８
７
万
４
千
円
を
増

額
。
ま
た
村
道
の
支
障
木
伐
採

経
費
と
し
て
道
路
補
修
用
役
務

料
２
３
０
万
円
、
村
道
補
修
工

移
動
・
一
時
支
援

補
助
金
の
中
身
を

（
福
祉
政
策
）

野
場
議
員

問
　
移
動
支
援
・
日
中
一
時
支

援
事
業
補
助
金
１
８
５
万
円
の

中
身
に
つ
い
て
伺
う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答
　
障
害
者
の
方
の
支
援
事
業

で
普
代
福
祉
会
、久
慈
市
の
（
社

会
福
祉
法
人
）
天
神
会
、
野
田

村
の
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
風
花
と

い
う
と
こ
ろ
に
委
託
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
対
象
者
が
買
い
物

に
行
き
た
い
と
か
病
院
に
行
き

た
い
な
ど
の
場
合
の
移
動
支
援

で
あ
る
。

ダ
ム
管
理
費
の

光
熱
水
費
増
は

（
農
林
水
産
振
興
）

金
子
議
員

問
　
農
地
開
発
事
業
ダ
ム
管
理

費
の
部
分
で
光
熱
水
費
増
の
中

身
に
つ
い
て
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答
　
農
地
開
発
ダ
ム
管
理
費
の

光
熱
水
費
１
２
４
万
円
増
の
関

係
で
、前
年
よ
り
１
０
０
万
円
、

事
で
普
代
駅
前
１
号
線
の
道
路

補
修
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
た
め
３
９
５
万
１
千
円

を
増
額
と
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

応
援
寄
付
金
の

使
い
道
は
何
か

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

嵯
峨
議
員

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
で

約
１
５
０
０
万
円
と
あ
る
が
、

返
礼
品
、
手
数
料
を
引
い
た
残

り
７
５
０
万
円
の
使
い
道
は
何

か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
取

り
扱
い
は
、
寄
付
金
、
全
額
を

一
度
基
金
の
方
に
積
み
立
て
る

も
の
で
あ
る
。

　

使
い
道
は
、
子
ど
も
園
の
給

食
費
の
支
援
事
業
や
新
規
漁
業

者
の
支
援
協
議
会
補
助
、ま
た
、

育
児
祝
金
、
育
英
奨
学
基
金
積

立
金
な
ど
で
あ
る
。

67
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
軽 

々
に
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、

漁
協
自
営
さ
ん
の
網
の
洗
浄
分

が
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
量
水
器

の
設
置
に
よ
る
利
用
料
金
の
あ

り
方
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

案
は
な
い
の
か
？

（
観
光
振
興
）

中
上
議
員

問
　
観
光
セ
ン
タ
ー
運
営
費
に

関
連
し
て
聞
く
。
一
般
質
問
で

も
言
っ
た
が
、
バ
リ
フ
リ
化
に

つ
い
て
担
当
と
し
て
案
は
考
え

て
い
な
い
の
か
意
見
を
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答
　
２
年
ほ
ど
前
だ
が
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
専
門

家
の
方
に
概
算
で
積
算
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
鉄
道
磁

気
自
体
に
も
工
事
が
必
要
で
概

ね
２
億
円
程
度
と
聞
い
て
い

る
。

　

国
の
方
に
も
支
援
を
呼
び
掛

け
な
が
ら
、
す
ぐ
に
で
き
な
い

に
し
て
も
要
望
を
続
け
て
い

く
。

協
同
推
進
事
業

減
額
の
理
由
は

（
学
校
教
育
）

野
場
議
員

問
　
学
校
と
地
域
の
協
働
推
進

事
業
75
万
円
減
の
理
由
は
何
か

伺
う
。

松
葉
教
育
次
長

答
　
協
働
推
進
事
業
75
万
円
減

の
内
容
は
、
昨
年
度
ま
で
ス

タ
ッ
フ
が
２
名
で
や
っ
て
い
た

が
、
１
名
が
退
職
し
た
。
募
集

は
し
て
い
る
が
、
代
わ
り
の
人

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
で
、

今
回
１
人
分
の
予
算
を
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

県
観
光
協
会

日
報
記
事
に
つ
い
て

（
観
光
振
興
）

中
上
議
員

問
　
県
の
観
光
協
会
で
は
、
岩

手
県
内
の
宿
泊
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
の
状
況
を
紹
介
し

て
い
く
と
い
う
。

　

気
に
な
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
た
が
、
普
代
村
は
観

光
ス
ポ
ッ
ト
し
て
は
紹
介
さ
れ

て
お
ら
ず
、
人
口
は
３
６
０
０

質

疑

■ 12 月定例会−補正予算の可決事項・質疑

普代中生が傍聴する中で行われた 12 月定例会

一
般
会
計

補
正
予
算

▲︱▲︱

▲︱

12月定例会

●3
ふだい議会だより  №146

平成31年１月31日発行
●2

ふだい議会だより  №146

平成31年１月31日発行



■ 12 月定例会−可決事項・質疑

◆ 12 月定例会で決まった議案 ◆

人
と
何
十
年
か
前
の
人
口
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
確
認
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　

村
で
は
も
っ
と
こ
う
い
う
と

こ
ろ
と
も
連
携
し
観
光
に
つ
な

げ
、
正
し
く
情
報
発
信
し
て
も

ら
う
努
力
が
必
要
で
は
な
い

か
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答
　
県
の
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
早
速
連
絡
し
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

燃
料
費
・
賃
金
な
ど

２
７
０
万
円
増
額

▽
休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
３
号
）

　

補
正
額
２
７
０
万
７
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
７
９
５

万
円
に
し
ま
し
た
。

　

く
ろ
さ
き
荘
の
水
道
料
34
万

１
千
円
、
燃
料
費
57
万
円
、
臨

時
賃
金
１
６
８
万
円
を
増
額
可

答
　
27
年
３
月
に
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
に
変
え
た
。
26
年
度
と
29

年
度
の
比
較
で
約
４
０
０
万
円

の
経
費
の
節
減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
空
調
設
備
な
ど
の
整

備
で
電
気
料
が
多
く
か
か
る
よ

う
に
は
な
っ
た
が
、
合
わ
せ
て

も
約
１
５
０
万
円
の
コ
ス
ト
減

と
な
っ
て
い
る
。

白
井
漁
港
の
変
更

約
８
千
万
円
で

▽
白
井
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金

（
東
防
波
堤
他
）
工
事
の
変
更

請
負
契
約
の
締
結

　

白
井
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金

（
東
防
波
堤
他
）
工
事
の
変
更

請
負
契
約
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
東
護
岸
の
本

体
・
上
部
工
事
43
・
05
㍍
、
埋

立
工
事
１
９
９
立
方
㍍
、
用
地

埋
立
工
事
１
１
３
５
立
方
㍍
で

す
。

　

契
約
者
は
、
株
式
会
社
小
山

組
、
変
更
契
約
金
額
は
１
億
８

０
８
７
万
円
で
、
当
初
か
ら
７

９
３
５
万
円
の
増
額
契
約
に
な

り
ま
す
。
工
期
は
平
成
31
年
３

月
８
日
ま
で
で
す
。

決
し
ま
し
た
。

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
費

節
減
で
き
た
か

（
く
ろ
さ
き
荘
運
営
）

大
上
議
員

問
　
く
ろ
さ
き
荘
の
ボ
イ
ラ
ー

を
重
油
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
に
変
え
て
、
燃
料
費

を
安
く
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
総
計
で
ど
の
程
度
、
燃

料
費
が
少
な
く
な
っ
た
の
か
。

道
下
休
養
施
設
管
理
員

復興工事業者などが宿泊するくろさき荘

質

疑

特
別
会
計

補
正
予
算

請
負
契
約「一般質問」

　12 月定例会の一般質問には、正路正敏

議員、中上一登議員が登壇し、村の取り

組み、考え方などを問いました。村議会

では「一問一答方式」で行っていますので、

１人 60 分の制限時間内で質問を繰り返し

ます。

2 名が登壇��
村の課題を熱く議論�

次の㌻は

　　　【１番目】

正
しょう

路
じ

  正
まさ

敏
とし

 議員　６p

①消費税増税に伴うキャッシュレス化は

　　　【２番目】

中
なかがみ

上  一
かず

登
と

 議員　７p

①次期村長選について
②先人の築いた文化の継承を
③公用車管理と交通安全対策は

質問者と内容

○一般質問

　一般質問は、本会議で議員が執行機関で

ある村長などに対し、村政全般に関する、

事務の執行状況、村政の方針などについて

質問し、または報告、説明を求めるものです。

　一般質問は 3 月、6 月、9 月、12 月の定

例会に限り認められています。

東防波堤

－2.0物揚場
L＝13.0ｍ 用  地

A＝680.0㎡

東護岸

東護岸
L=30.0ｍ

2.0ｍ物揚場
L=12.7ｍ 用  地

A＝650.0㎡

用  地
A＝330.0㎡

▲︱

写真左の力持漁港側からの波の侵入を防ぐため、東側の護岸にテト
ラポットの投入や、ケーソンのかさ上げ工事などが行われています

変更契約では、東防波堤の先行工事の部分から村道白井海岸線ま
でのケーソン本体の工事、新たにできた用地の埋立などを行います

議案番号等　 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号

平成 30年度普代村一般会計補正予算（第６号）
　補正額 6157 万 2 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 31 億 3485 万 5 千円にしました。総務費では、旧太田名部公民館解
体工事費 ( 外壁材のアスベスト対応分として )753 万 9 千円を増額。社会福祉費では、移動支援・日中一時支援事業補助金 185
万円を利用者及び利用料が増えたことにより増額。また高齢者施設の夏場・冬場の生活環境改善を図るため、在宅介護支援セ
ンター屋根遮熱塗装工事費 246 万 1 千円を増額としました。農業費では、農地開発事業ダムの光熱費 124 万円を増額。いわて
地域農業マスタープラン実践支援事業補助金は、事業内容の変更により 54 万円減額としました。土木費では、道の駅整備事業
に関連する委託料と村観光センター改修工事費及び授乳室用備品購入費合わせて 587 万 4 千円を増額。また村道の支障木伐採
経費として道路補修用役務料 230 万円、村道補修工事で普代駅前 1号線の道路補修やカーブミラーの設置等のため 395 万 1 千
円を増額としました。

可　決

（全員賛成）

議案第２号
平成 30年度普代村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　補正額 580 万 4 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 4億 4981 万 4 千円にしました。過年度分療養給付費等負担金等の国
庫県費支出金の確定によるの返還金が主なもの。

議案第３号
平成 30年度普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
　補正額 874 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を 2億 2676 万円にしました。歯科診療施設のデジタルＸ線撮影装置購入費の
減が主なもの。

議案第４号
平成 30年度普代村簡易水道特別会計補正予算（第４号）
　補正額 330 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1億 1217 万 1 千円にしました。普代橋長寿命化工事の未実施により、
橋梁添架管仮設工事の減が主なもの。

議案第５号
平成 30年度普代村休養施設事業特別会計補正予算（第３号）
　補正額 270 万 7 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 1億 2795 万円にしました。光熱水費と厨房の臨時職員賃金の増が主
なもの。

議案第６号 平成 30年度普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 67 万 2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 2547 万 2 千円にしました。マンホールポンプ修繕料の増が主なもの。

議案第７号 普代村議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について
　諸般の情勢に鑑み、村議会議員の期末手当の支給割合を改定しました。アップ率は 6.2％で、平成 30 年 12 月 1日からの適用。

可　決

（全員賛成）

議案第８号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　諸般の情勢に鑑み、特別職の職員の期末手当の支給割合を改定しました。アップ率は6.2％で、平成30年 12月 1日からの適用。

議案第９号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　岩手県の例に準じて、一般職の職員の給与に関する条例を改定しました。アップ率は平均で 0.17％。平成 30 年 12 月 1 日か
らの適用。

議案第10号 普代村村営住宅条例の一部を改正する条例について
　平成 31 年 2月中に完成予定の普代駅前住宅を追加することから一部改正を行うもの。

議案第11号
岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の
一部変更の協議に関し議決を求めることについて
　平成 31 年 3 月 31 日をもって紫波、稗貫衛生処理組合が解散することに伴い、岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数を減少させること、及び岩手県市町村総合事務組合規約において所要の整備を行うもの。

可　決

（全員賛成）
議案第12号 白井漁港漁村再生交付金（東防波堤他）工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めることについて

　契約内容の変更に伴い、請負契約金額 (7,935 万円増のため ) 変更の締結。
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消費税増税に伴う
キャッシュレス対策は

残り半年、
任期中の自己評価は

手続きの周知・徹底を図る
―  柾屋村長

村民所得、震災前より増加
―  柾屋村長

正
路
正
敏

中
上
一
登

住民生活観光振興

10
月
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
、
安
倍
総
理
の
見

解
で
５
％
の
還
元
を
す
る
こ
と

を
打
ち
出
し
た
。

　

カ
ー
ド
決
済
な
ど
で
ポ
イ
ン

ト
が
５
％
分
付
与
さ
れ
、
９
カ

月
間
の
限
定
的
な
も
の
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
活
用
も
考
え
ら
れ
、

詳
細
が
分
か
り
次
第
、
カ
ー
ド

の
取
得
、
使
用
の
仕
方
な
ど
、

早
め
に
広
報
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

国
の
支
援
策
な
ど
周
知

柾
屋
村
長　

景
気
下

支
え
策
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
２
％
か

ら
５
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
実

施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
も
加
え
る

よ
う
に
し
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
特
典
な
ど
で
も
還
元
が

行
わ
れ
る
際
の
対
応
で
あ
る

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
保
持
者

は
２
５
０
人
く
ら
い
で
、
村
民

人
口
比
９
・
１
％
と
い
う
状
況
。

こ
れ
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

取
得
手
続
き
の
周
知
、
徹
底

な
ど
に
努
め
、
国
の
支
援
策
な

ど
実
際
に
採
用
さ
れ
て
い
く
の

か
、
今
後
周
知
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

カ
ー
ド
の
取
り
扱
い

進
ま
な
い
時
の
対
策
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
取
り
扱
い
が
進

ま
な
け
れ
ば
、
消
費
の
空
洞
化

が
進
む
よ
う
に
思
え
る
。
ど
の

よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の

か
伺
う
。

商
工
会
と
も
連
携
し

拡
大
に
取
り
組
む

柾
屋
村
長
　
本
村
な

ど
地
方
の
中
山
間
地

域
の
商
店
の
活
用
は
わ
ず
か
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
決
済
手
数

料
３
％
程
度
か
か
り
、
入
金
ま

で
半
月
か
ら
一
月
要
し
難
し
く

も
あ
る
。

　

国
で
は
、
必
要
な
端
末
機
の

配
布
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
が
、
普
及
拡
大
に
つ
な
が
る

か
は
不
透
明
。

　

本
村
で
は
、
導
入
済
み
、
導

入
予
定
の
「
く
ろ
さ
き
荘
」
や

「
青
の
国
ふ
だ
い
」
で
の
ニ
ー

ズ
、
利
用
状
況
な
ど
各
商
店
に

紹
介
し
な
が
ら
商
工
会
と
も
連

携
し
て
、
お
も
て
な
し
の
一
貫

と
も
考
え
拡
大
に
取
り
組
む
よ

う
、
担
当
課
に
指
示
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

カ
ー
ド
詐
欺
な
ど
懸
念

消
費
者
と
し
て
は
便

利
に
な
る
一
方
、
個

人
情
報
の
流
失
や
カ
ー
ド
詐
欺

な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
。
良
く
も

悪
く
も
早
め
の
情
報
収
集
を

し
、
提
供
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
。
ご
見
解
を
伺
う
。

危
険
周
知
な
ど
適
切
に

柾
屋
村
長
　
被
害
も

都
市
部
な
ど
で
発
生

し
て
い
る
状
況
。
村
で
も
消
費

行
政
、
防
犯
な
ど
関
係
分
野
と

協
力
し
、
危
険
の
周
知
な
ど
適

切
に
行
う
と
と
も
に
安
心
安
全

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

な
ど
、
機
会
を
見
つ
け
関
係
機

関
な
ど
に
要
請
し
た
い
。

を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
観
光
人
口

の
増
加
の
問
題
だ
が
、
今
後
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
、

障
害
の
あ
る
方
々
に
も
安
心
し

て
訪
れ
る
村
を
目
指
す
べ
き
と

思
う
。
そ
こ
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
般
の
観
光
人
口
も

増
え
る
と
い
う
好
循
環
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
に
つ
な
が
る
対

策
と
し
て
沢
山
橋
か
ら
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
に
つ
な
が
る
小
屋
瀬

線
整
備
は
必
要
に
な
る
。
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長
は
震
災
直

後
よ
り
復
興
に
向
け

て
尽
力
し
て
き
た
。
そ
の
自
己

評
価
と
次
期
村
長
選
へ
の
考
え

を
伺
う
。

柾
屋
村
長
　
復
興
事

業
は
完
了
し
、
老
朽

化
し
た
施
設
等
の
改
修
も
進
ん

だ
。
村
民
所
得
も
震
災
前
の
26 

％
増
加
し
、
村
の
借
金
比
率
も

４
・
８
％
下
が
り
一
般
財
政
調

整
基
金
は
２
倍
の
12
億
円
と

な
っ
た
。

　

人
口
減
少
抑
制
に
つ
い
て
は

２
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
値
を
下

回
っ
て
お
り
苦
戦
し
て
い
る
。

ま
た
、
村
民
と
の
共
同
村
づ
く

り
も
一
歩
ず
つ
が
や
っ
と
で
、

意
識
改
革
の
取
り
組
み
不
足
を

反
省
し
て
い
る
。

　

次
期
村
長
選
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
言
及
で
き
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。

私
見
だ
が
、
村
長
評

価
は
概
ね
悪
く
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
に
つ
い
て
は
一
自

治
体
で
ど
う
に
か
で
き
る
問
題

で
は
な
い
と
思
う
。
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
交
流
人
口
増
に
力

柾
屋
村
長
　
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

小
屋
瀬
線
は
県
の
整
備
ラ
ン

ク
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
関

連
部
分
は
進
ん
だ
中
で
取
り
残

さ
れ
て
大
変
で
あ
る
と
要
望
し

て
い
る
。
今
後
も
部
署
の
意
向

の
確
認
を
続
け
て
い
く
。

文
化
継
承

津
波
の
石
碑
と

周
辺
整
備
を

横
町
の
高
台
に
あ

る
、
昭
和
８
年
建
立

の
石
碑
は
当
時
の
津
波
に
よ
り

１
３
５
人
の
犠
牲
者
に
対
し

て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄

付
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。

　

現
在
、
老
朽
化
し
土
台
に
は

ヒ
ビ
が
入
り
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、
周
辺
住
民
に
と
っ

て
は
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
も
な
っ
て
い
る

が
、
足
場
が
悪
く
高
齢
者
に
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

石
碑
、
足
場
周
辺
と
も
速
や

か
に
整
備
し
次
世
代
に
伝
え
残

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

予
算
計
上
を
考
え
て
い
る

柾
屋
村
長
　
先
人
の

顕
彰
碑
を
含
め
５
つ

の
石
碑
が
あ
り
、
横
町
の
石
碑

は
そ
の
中
で
特
に
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
。

　

解
体
撤
去
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
、
修
繕
保
存
か
別
の
所
へ

の
移
転
建
立
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
合
の
環
境
な
ど
の
整
備
の
在

り
方
を
詰
め
て
い
く
。

職
員
研
修

公
用
車
管
理
と

安
全
対
策
は

職
員
へ
の
交
通
安
全

教
育
、
車
両
管
理
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。交

通
安
全
の
研
修
実
施

柾
屋
村
長
　
村
で
は

年
２
回
、
職
員
向
け

の
接
遇
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
人
事
評

価
の
テ
ー
マ
と
し
て
交
通
安
全

教
育
を
２
年
前
よ
り
久
慈
警
察

署
に
お
願
い
を
し
48
名
の
職
員

に
実
施
し
て
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

宿泊施設、駅などバリアフリー化が重要視されています

普代中央区の商店街。今年10月の消費増税に
伴い、カード決済などの取り扱いが心配されます

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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議会、村づくりの関心深まる
普代中3年生が議会を傍聴

　普代中学校（角
つの
掛
かけ
忠浩校長、生徒 56人）

3年生 18人が 12月 13日、議会議場で村
議会 12月定例会を傍聴しました。生徒た
ちは初日の村議 2人が登壇した一般質問と
村側の答弁などを傍聴。張り詰めた空気の
中で、村の将来を考え繰り広げられる論戦

を肌で感じていました。
　傍聴会は生徒たちにふるさとへの関心を
高めてもらうことを目的に開催し今年で５
年目。生徒の感想から、議会、村づくりへ
の関心が見受けられました。その一部を紹
介します。

約２時間の傍聴でしたが貴重な経験になりました資料を見ながらメモを取ります

傍聴席から見る議場内 真剣な表情で発言を聞く生徒たち

村のために多くの意見� 　普代中 3年　中田　茉
ま

帆
ほ

さん

　今日、議会を見学してみて私たち
が今こんなに豊かな生活が送れてい
るのは、議員のみなさんが村のため
に多くの意見を出してくれているか
らだとあらためて知りました。また、
特に村長さんが次から次へと来る質

問に対して、場に応じてすぐに答え
られていたのがすごいなと思いまし
た。私も高校の面接があるので、た
だ覚えるだけではなく、その場に応
じて答えられるようになりたいなと
思いました。

真剣な様子、伝わってきた� 　普代中 3年　金子　瞳
ひとみ

さん

　初めて議会を見学しましたが、議
員さん、村長さん、その他にもたく
さんの方々が真剣に考えてくださっ
ている様子が伝わってきました。
　毎月、議会だより等で、議会で話
し合われた内容を見ますが、実際聞

いてみると、自分の考えもいくつか
出てきました。
　今回のバリアフリー化の話し合い
も、個人的にとても興味がありまし
た。貴重な時間になりました。

より良い村への質疑だった� 　普代中 3年　深渡　晃
こう

太
た

さん

　普代村のそれぞれのリーダーの
方々が集まって、普代村がより良い
村になるような質疑でした。途中、
小中学校合同校舎の話にありました
が、村長さんがおっしゃっていた村
の特色を生かしたものにするという

のはとても良いと思いました。青の
国といえば普代。普代といえば青の
国のように、普代といえば「元気っ子」
と思われるような子どもづくりにも
将来を見据えて頑張ってほしいなと
思いました。  　　

生徒の感
想

生徒の感
想

　　良い経験になりました。
　 ▼ 見学する前は難しそうな話しばかり 
だから嫌だなと思っていたけど、聞いてみ
れば、今の村の状況とかを広報よりも早 
く、詳しく知ることができてよかったです。

▼ 質問事項を広げていっているところや、
それに丁寧に答えているところから、村の

発展について真剣に考えていることが、ひ
しひしと伝わってきました。 ▼今回の議会
の見学で、私たちにできることを考え生活
していきたいです。 ▼多くの時間をかけて
村民のために普代村のために日々活動して
くださっていることが目に見えて分かった
ので良い経験になりました。

　　将来、地域に貢献したい。
　 ▼バリアフリー化やキャッシュレス化に
ついてなど興味深い内容でした。子どももお
年寄りも住みやすい村になってほしいと思
いました。 ▼各議員、集中力がすごいと思っ
た。 ▼一つの質問に対して長いもので 20 分
以上も話し合っていたり、話しの発展性がす

ごいと思いました。 ▼議会全体を通して、こ
んなにも村のことを考えて、真剣に話し合っ
ているのは素晴らしいなと思いました。 ▼具
体的な例を出していたので分かりやすかっ
たです。 ▼議会だよりにしっかりと目を通し、
普代村のことについて理解し、将来、地域に
貢献するような活動をしていきたいです。

皆さんが、いろいろな土地で多くのことを学び経験し、
いつか古里・普代に戻ってくることを願っています。

不便ない生活、議会あってこそ� 　普代中 3年　鎌倉　蓮
れん

さん

　議会では、どちらも普代村のため
に話し合われていることを実感しま
した。私たちが不便なく生活できて
いるのは、議会があってこそなのだ
と感じました。私たちは将来、普代
村を担っていく人材になるかもしれ

ません。なので、私たちができるこ
とを考え、実行し、普代村をよりよ
いものにするため、関わっていかな
ければと思います。これからも、ふ
るさと普代村のことを思い、生活す
べきだと感じました。
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議 会 の 動 き事務局
日誌から 11月３日〜１月２３日

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）
から見ることができます。トップページの右下にある 議会だより をクリックしてください。ぜひ、
この機会にウェブサイトもご覧ください。

議会だより

月　日 場　　所 事　　　　　項 出　席　者

11月3～4日 管理センター、
社会体育館

中学生の「税についての作文」表彰式・第 37回普代村
交通安全村民大会・村文化祭 各議員

8～9日
滝沢市ほか 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会議員視察研修 熊谷議員
花巻市 県町村議会議長会町村議会広報担当者研修会 中上議員

12日
普代水門 渡辺博道復興大臣視察 中村議長、熊谷副議長
一戸町 県北広域振興圏市町村等研修会及び情報交換会 熊谷副議長

13～15日 新潟県ほか 東部町村議会議長会先進地視察 中村議長
17日 くろさき荘 河津町長・河津町議会議長等を囲む夕食会 各議員
18日 普代浜園地 河津桜の記念植樹事業 各議員

20～21日 東京都
県町村議会議長会第 3回定例理事会、第 3回政務調査会・
研修会、衆議院議員永年勤続 25年鈴木俊一先生を囲む
会、第 62 回町村議会議長全国大会（第 43 回豪雪議長
全国大会）

中村議長、熊谷副議長

26日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

27日
堀内地区 国道 45号堀内地区道路工事安全祈願祭 中村議長
役場 議会運営委員会、村議会第 7回臨時会、議会全員協議会 各委員、各議員

29日 くろさき荘 久慈地区市町村議会連絡協議会議員研修会・交流会 各議員

30日
くろさき荘 村消防団及び村婦人消防協力隊忘年会 中村議長
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

12月7日 役場 議会運営委員会 各委員
13日 役場 村議会第 8回定例会 各議員

17～18日 久慈市 久慈広域連合定期監査 大上議員
19日 くろさき荘 和村淑子氏瑞宝双光章受章叙勲祝賀会 中村議長、熊谷副議長
20日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
21日 村内 産業経済常任委員会 各委員
25日 役場 議会広報常任委員会 各委員
27日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

H31年1月4日 太田名部魚市場、
普代村漁協 普代村漁業協同組合魚市場初売り式、同組合新年会 中村議長、熊谷副議長

5日
管理センター 村成人式 各議員
くろさき荘 新年交賀会 各議員

6日 普代分署 村消防出初式 各議員
16日 久慈市 岩手県建設業協会久慈支部新年交賀会 中村議長

21日 盛岡市 鈴木俊一前東京オリンピック競技大会・東京パラリン
ピック競技大会担当大臣を慰労する会 中村議長

23日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
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長寿命化工事が行われる普代橋

11月29日、久慈地区市町村議会連絡協議会議員研修会（くろさき荘） 11月8・9日、町村議会広報担当者研修会（花巻市）

一般質問その後…

質　問

現　在

答　弁

矢巾町との交流推進を
村の鵜鳥神楽と矢巾町の町民劇場の相互公演をしてはどうか。

機会を見つけ検討・協議し実現できるか前向きに取り組みたい。

　鵜鳥神楽の矢巾町巡業（矢巾観光開発株式会

社主催、矢巾町・普代村後援）が、2 月 10 日、

矢巾町国民保養センターを会場に行われます。

　午後 0 時 30 分に舞い込み、その後午後 1 時

から約 2 時間６演目が披露されます。入場券は

1300 円、限定 80 席です。

鯛を釣る場面で観客と一体となって盛り上
がる鵜鳥神楽の恵比寿舞（写真は昨年 7 月
18 日の矢巾町・普代村議員交流会）

村はどう対応したのか！
平成29年12月定例会  ・  一般質問から

2月10日、鵜
う の

鳥
と り

神楽矢巾巡業を開催！

検討・協議し前向きに取り組む
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未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

漁業が盛んに！
中
なか

山
やま

 弘
こう

喜
き

さん（20・学生）

　高校を卒業し、東京に来ています。東京は、気

温の温度差が激しくて、体調を崩す事もしばしば。

久しぶりに普代に来て、人が少なく寂しさも感じ

ますが、過ごしやすい落ち着く場所です。海はやっ

ぱりきれいですね。

　将来の夢はまだ決まっていないけど、環境に

関わる仕事もいいなと思います。20歳になっ

たといっても未熟な部分もあるし、迷惑をかけ

てしまうこともあるけど、立派な大人になるま

で見届けてね。と家族に伝えたいです。

　村議会定例会は、3 月、6 月、9 月、12 月の年

4 回、役場 3 階の議会議場で開かれます。議員は議

場でどんな発言をしているのか、また、どんな村づ

くりを考えているのか、今後の村の方向性を直接聞

くことができる良い機会です。ぜひ、お越しくださ

い。

　また、役場 1 階にある村民ホールのテレビでも議

会中継を見ることができますので、お気軽にどうぞ。

　12 月定例会の議場での傍聴者は 21 人でした。

問＝議会事務局（☎35−2118）

次回は３月上旬を予定
議会の傍聴、お待ちしています�

議会にお出
い

でください。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

○傍聴者の感想 !

　授業で学んだことを実際に目にすることがで
き、私も生徒も大変勉強になりました。生徒が議
会傍聴をきっかけに村の行政に少しでも興味を持
ち、普代村に対する自身の意見や考えを抱いても
らえると嬉しいです。（普代中教諭・斉藤彰）

落ち着く場所
宇
う

部
べ

 りか子さん（20・学生）

　今は静岡に住んでいます。最近、買い物で年

齢確認をされて20歳を実感しました。（笑い）

　こっちに来て、普代村にいた時の近所の人の

優しさや温かさを感じています。普代村は海の

村だと思うので、漁業が盛んになってほしいと

思います。

　成人式で同級生に会って、人のつながりがす

ごく有り難いと感じました。きずなが一番です

ね！ 将来は、機関士や航海士のように海で働

きたいと思っています。
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